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廃糖蜜を用いた繊維質分解酵素製造
－「地産酵素」を活用した地域資源循環系の構築へ－

池 正和

成果の特徴
・糸状菌半連続培養法を用いた繊維質糖化酵素の長期安定生産システムをベー
スに、製糖副産物である廃糖蜜を主原料として利用できるように改良しました。
・地域に存在する多様な糖源を利用した効率的な酵素製造に繋がります。
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成果の活用
本成果のベースとなる酵素生産技術は、地域原料を用いた種々の資源変換酵素製造

への応用が可能です。多様な有用酵素種の地域での製造・利用を介した新産業創出に
繋がると期待されます。 参考文献：Ike M, Tokuyasu K, (2018) J Appl Glycosci 65, 51-56

成果の内容

Food industry
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酵素の地産地消を通じた
地域資源循環系構築へ

新産業創出市販産業酵素

地域原料
で酵素を
造る

地域で酵
素を使う産業化されていない

多様な酵素種が利用可能に！

可溶性糖質を原料とする
高効率酵素生産システム

*1糖濃度は100 g/L、それぞれ20 g/L セロビオースを含む
供給速度：約15 g-糖/L/日

*2 蔗糖及び廃糖蜜については蔗糖分解酵素処理を実施
*3 FPU (ろ紙崩壊活性単位)

供給糖源 *1, *2 活性
（FPU *3/L）

生産効率
（FPU/g-糖）

ブドウ糖 22,600 290-315

蔗糖 20,300 270-280

廃糖蜜 22,000 280-300
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